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抗病性指標の評価を活用した健全養豚実現体系の構築 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人 東北大学・北澤 春樹 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和８年度（５年間） 

  

３ 研究目的 

豚小腸より樹立に成功した上皮細胞、マクロファージおよびオルガノイドに

よる豚抗病性改善指標の in vitro 評価系について、その有用性実証により抗

菌剤のみに頼らない健全養豚体系の実現に向けた応用基盤を構築する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  選抜イムノバイオティクスの応用による in vitro 評価系の有用性検証 

構築した in vitro 評価系について、in vitro 及び in vivo 感染実験により有用性

を実証し、新たな抗病性強化素材の実製造化に向けた開発基盤を創出する。 
（東北大学、農研機構、エス・ディー・エス バイオテック、宮城大学[協力機関]） 

 

②  豚の抗病性を向上させる DNA マーカーの評価 

開発した抗病性改良 DNA マーカーについて、効果発現メカニズムの解明と

評価のシステム構築を行い、本マーカーを組み込んだ種豚集団を開発する。 
（農研機構、岐阜県畜産研究所、家畜改良事業団） 

    

５ 最終目標 

① ウイルス感染を低減できる新たな抗病性強化素材の開発基盤を築く。 

② 新たな抗病性育種導入による経済形質の10％改善を目指す。 

③ 抗病性強化素材の製造基盤と抗病性マーカーの受託解析体制の構築。 

  

６ 期待される効果・貢献 

抗病性の育種と強化素材の相乗効果により、幅広い病原体への抗病性強

化から豚の疾病発生リスクが低減し、年間約２５０万頭生産増加と飼料費約６

００億円削減の経済効果が見込まれ、健全な養豚生産の向上に貢献できる。 

 
【連絡先 連絡先 国立大学法人 東北大学 022-217-4840】 
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